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日本で開催され、我々も同展覧会（東京展；2016 年 11 月




































Principal Investigator: Katsushige Nakahashi (Kyoto City University of Arts)
Co-Investigators (Kenkyu-Buntansha):  Naohide Tomita (Kyoto University), Ichiro Fujita (Osaka University), Tokuro 
Kojima (Kyoto City University of Arts)
Co-Investigators (Renkei-Kenkyusha):  Takao Fujiwara, Ayumi Shigematsu, Keisyo Tonami, Haruka Takenami, Michiko 
Fukaya (Kyoto City University of Arts), Ken’ichi Iwaki (Ex-Director of The 
National Museum of Modern Art, Kyoto)
本研究は JSPS科研費 16H03384 の助成を受けたものです。
研究報告 REPORT ON THE RESEARCH AND PRACTICE





































































































































































































【 4 月 13 日 】ガイダンス









【 4 月 20 日・27 日 】描きたくなる面を石膏で制作する
20 日の参加者：学生 14 名、教員 5名　


















【 5 月 18 日 】石膏に描いてみる












【 5 月 11 日 】特別授業プロジェクト





























































【 6 月 8日 】記憶のキリンを描く





































121.FACULTY  OF  FINE  ARTS,  KYOTO  CITY  UNIVERSITY  OF  ARTS  BULLETIN Vol.62
■様式の生まれ方　獏と象とキリンを描く






































がってきた。【図 14, 15, 16】　
図 11, 12　「優雅さ」を意識してキリンを描く
図 13　皆で手を入れ図版的になった獏
図 14, 15, 16　「歩く」に注目してキリンを描く
122. BULLETIN Vol.62  FACULTY  OF  FINE  ARTS,  KYOTO  CITY  UNIVERSITY  OF  ARTS
■「キリン壁画」の共同制作
































































































































































































































































































































































































切 り 出 し た 図 25　学生作品
127.FACULTY  OF  FINE  ARTS,  KYOTO  CITY  UNIVERSITY  OF  ARTS  BULLETIN Vol.62
フォルムを台紙に貼る際の問題は、切り出されたフォル
ムが貼られる場としての台紙にどのようなバランスで貼
られるかにより、全体性と空間性が出来上がることで間
違いない。特に、部分と部分の関係は作り上げる対象の
全体性に大きく関与する。また、貼られない場所、つま
り余白の面積をコントロールすることは貼られたフォル
ムとの関係を一層緊密にし、全体としての三次元的なイ
リュージョンを発生させることができる。
しかし余白に関しては、フォルム自体のバランスが合
えばすでに完結した実体を表現することが可能で、矩形
との関係がどうかということは、厳密に言うとあくまで
絵画上の問題ということもでき、絵画制作としての完成
度をあげることに役に立つ、ということにとどめたい。
まとめ
先述の通り、我々の知覚する奥行の感覚は網膜を通し
た脳内の出来事であり、絵画であれ彫刻であれ、見る側
にとっては 1つの同じプロセスのはずである。あたかも
絵画固有の、彫刻固有の奥行きが存在するというような
錯覚は、絵画が平面であり、彫刻が立体である、という
ような切り離せない諸条件に基づくものであるが、見る
側は経験上、平面の中にも三次元としての空間を見出そ
うとしているし、その固有の条件に縛られすぎずに造形
を行うことができる。
マティスのブルーヌードを見るとき、切り抜かれた平
面の中に解剖学的なフォルムが織り込まれることで、日
常での経験と同じように対象の奥行きを感覚することが
できる。統合されたパーツと余白の関係にも同様に奥行
きを感覚することができる。特筆すべきことは、この事
実が極度に抽象化された状態で行われており、直接的に
表現された奥行きよりも、より豊かな感覚として我々に
知覚されることである。また、抽象化された状態で奥行
きを感覚できる事実は、奥行きを知覚するための必要最
低限の要素が何であるのかを造形を通して示している。
しかし、このように抽象的に変容された特異な奥行きの
感覚を読み解くには、ある程度の自覚と経験、訓練を要
する。そもそも見る側も作る側も、作品を図像学的に読
み解こうとする場合、本来我々が持っているはずの実感
と重ねあわせることのできない、奥行きのない平板な作
品となってしまうのである。逆に、日常的な身体感覚で
造形を読み解くことができる作品は、常に豊かな広がり
を持ち、優れた作品は皆、高度に抽象化されながら観る
ものが持つ現実的な感覚に呼応しているように思う。
2万年前に洞窟に描かれたバイソンは、同様の意味で
我々の奥行きの感覚が少なくとも 2万年前から何ら変化
していないことを示している。描かれたバイソンは、制
作者が三次元での実空間の中で経験した対象をそのまま
洞窟内の壁面の上に象り、2万年後の今も尚、その躍動感
を感覚することができる。
マティスはあくまで自然観察の中で得た三次元として
の経験をフォルムの理解と固有色の解釈を広げることで
色彩とともに平面に抽象することに成功した。この洞窟
壁画とマティスの 2者に共通しているのは、常に実空間
での経験をただリアルに描写するのではなく、素材を変
容することで抽象して見せていることである。
作品における奥行きは単なる現実の再現ではなく、そ
うしたあらゆる次元での抽象化の過程に裏付けされてい
る。（小島）

